
長
い
木
を
切
り
倒
し
て
、
蔓
で
つ
な
ぎ
、
組
合
せ
て
、
草

の
葉
で
屋
根
を
葺
き
、
ス
コ
ー
ル
の
災
害
を
防
い
だ
そ
の

時
の
皆
の
喜
び
は
今
な
お
生
々
し
く
覚
え
て
い
る
。

◎
芋
類
は
畔
毎
に
責
任
者
を
提
示
し
て
、
競
っ
て
川
底
の
泥

を
株
間
に
施
し
、
落
葉
を
集
め
根
元
に
敷
く
等
し
て
生
育

を
早
め
た
。

そ
の
よ
う
な
抑
留
生
活
の
う
ち
、
昭
和
二
十
一
年
春
か
ら
ぼ

つ
ぼ
つ
内
地
帰
還
の
話
が
、
ち
ら
ほ
ら
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

漸
く
生
還
も
有
り
得
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
来
た
。

野
菜
や
芋
類
も
充
分
収
穫
出
来
て
、
全
員
生
気
を
取
り
戻
す

こ
と
が
出
来
た
頃
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日
私
は
「
船

内
監
視
、
病
人
看
護
及
荷
物
の
積
下
し
要
員
と
し
て
乗
船
し
、

任
務
終
了
後
は
復
員
を
命
ず
」
と
い
う
こ
と
で
帰
還
出
来
た
次

第
で
す
。

五
月
二
十
五
日
、
和
歌
山
県
田
辺
港
が
見
え
て
来
た
時
の
感

激
は
今
な
お
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

濠
北
派
遣
捜
索
第
五
連
隊
　 

―
海
難
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
防
衛
戦
―

島
根
県
　
神
在
繁
　 

私
は
、
大
正
十
一
年
六
月
二
十
四
日
、
島
根
県
山
口
町
で
生

れ
た
昭
和
十
七
年
徴
集
兵
で
あ
り
ま
す
。
広
島
の
騎
兵
第
五
連

隊
補
充
隊
に
入
隊
し
た
の
は
、
昭
和
十
八
年
四
月
、
教
育
を
五

か
月
受
け
、
同
年
九
月
宇
品
港
を
出
航
し
た
の
だ
が
、
十
日
の

日
に
船
団
の
「
大
和
丸
」
は
、
関
門
海
峡
を
出
て
直
ぐ
沈
没
し

た
。自
分
た
ち
の
船
は
基
隆
を
出
、
馬
公
経
由
し
た
後
の
九
月
二

十
七
日
、
カ
ム
ラ
ン
湾
で
や
ら
れ
た
、
船
に
は
第
五
師
団
の
補

充
隊
要
員
約
三
千
名
が
乗
船
し
て
い
た
の
だ
が
、
戦
死
者
は
二

百
四
十
名
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

潜
水
艦
は
五
発
魚
雷
を
撃
ち
、
そ
の
う
ち
二
発
が
命
中
、

四
～
五
十
分
で
沈
没
し
て
し
ま
っ
た
。
兵
隊
は
救
命
胴
衣
を
着

て
い
た
が
、
甲
板
に
い
た
者
は
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
何
千
人



の
人
が
飛
び
込
む
の
だ
が
、
海
面
に
は
随
分
ぎ
っ
し
り
、
い
ろ

い
ろ
な
物
が
浮
い
て
い
る
た
め
、
縄
梯
子
で
一
人
一
人
降
り
る

か
ら
、
沈
没
し
た
時
は
船
内
に
相
当
の
人
た
ち
が
い
た
。

そ
の
時
、
船
は
船
尾
か
ら
縦
に
沈
ん
だ
の
で
被
害
は
少
な

か
っ
た
。
若
し
横
倒
し
に
沈
ん
だ
ら
我
々
も
駄
目
に
な
っ
て
い

た
。
同
じ
船
団
の
「
鹿
島
丸
」
に
乗
っ
て
い
た
岩
田
清
氏
が

『
私
の
歩
ん
だ
昭
和
史
』
と
し
て
、
産
経
新
聞
に
書
い
て
あ
っ

た
記
事
を
読
ん
だ
。
そ
こ
に
は
、
我
々
の
船
が
直
立
し
て
沈
没

し
て
い
く
写
真
が
掲
載
し
て
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
コ
ピ
ー
を

送
っ
て
問
い
合
わ
せ
た
が
、
と
う
と
う
判
ら
な
か
っ
た
。
大
阪

府
の
堺
市
の
方
と
い
う
の
だ
が
。

※
そ
の
記
事
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
九
月
、
私
た
ち
は
横
浜
正
金
銀
行
（
現
在
の

横
浜
銀
行
）
の
南
方
の
各
支
店
に
赴
任
す
る
た
め
、
宇
品
か

ら
「
鹿
島
丸
」（
一
万
ト
ン
）
に
乗
っ
た
。
そ
の
直
後
、
ボ
ー

イ
か
ら
え
ら
い
こ
と
を
聞
い
た
。「
爆
弾
を
満
載
し
た
こ
の

船
は
必
ず
轟
沈
す
る
。
救
命
具
な
ん
か
お
か
し
く
て
」
と
。

昭
南
島
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
ど
こ
ろ
か
海
底
行
き
の
と
ん
で

も
な
い
船
に
乗
っ
た
わ
け
。

駆
逐
艦
「
汐
風
」（
他
一
隻
と
思
う
）
に
護
衛
さ
れ
た
六
隻

（
九
隻
と
思
う
）
の
船
団
は
、
夜
に
ま
ぎ
れ
て
粛
々
と
脱
出

し
た
。
東
シ
ナ
海
に
入
る
や
い
な
や
、
前
を
進
ん
で
い
た

「
大
和
丸
」（
一
万
ト
ン
）
が
ま
ず
血
祭
り
に
、
夜
目
に
も
、

赤
み
を
帯
び
た
船
体
が
見
え
た
。
船
客
九
百
十
六
人
中
遭
難

者
が
二
十
九
人
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
十
三
夜
の
月
が
照
っ
て

い
た
た
め
。

（
人
員
に
つ
い
て
は
）

台
湾
か
ら
護
衛
船
も
い
な
く
な
り
、
心
細
く
な
る
。
制
海

権
も
制
空
権
も
失
っ
た
海
に
、
船
団
（
七
隻
だ
と
思
う
）
は

ジ
グ
ザ
グ
の
航
跡
を
引
き
つ
つ
、
時
速
八
ノ
ッ
ト
で
進
ん
で

い
く
。
ま
る
で
五
つ
並
ん
だ
柩
の
よ
う
。

い
つ
ど
こ
で
や
ら
れ
る
こ
と
や
ら
。
夜
は
危
な
く
て
お
ち

お
ち
眠
ら
れ
ず
、
目
ま
で
か
す
ん
で
、
世
の
中
が
黒
ず
ん
で

見
え
る
。
人
の
影
も
自
分
の
影
も
心
な
し
か
薄
れ
て
く
る
。

海
南
島
あ
た
り
か
ら
米
潜
水
艦
が
し
つ
こ
く
つ
き
ま
と
っ

た
。
カ
ム
ラ
ン
湾
南
南
東
百
マ
イ
ル
の
沖
に
さ
し
か
か
っ
た

と
き
、
つ
い
に
船
の
横
腹
を
魚
雷
で
二
度
え
ぐ
ら
れ
た
。
私



は
身
ひ
と
つ
で
救
命
ボ
ー
ト
（
陸
軍
船
舶
工
兵
隊
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ト
で
あ
る
）
に
の
が
れ
た
が
、
甲
板
上
に
ま
だ
無
数

の
兵
士
が
と
り
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

あ
っ
と
い
う
間
に
船
は
傾
き
、
積
荷
や
人
間
の
転
が
り
落

ち
る
轟
音
と
悲
鳴
は
ま
さ
に
地
獄
だ
。
船
は
た
ち
ま
ち
海
中

に
没
し
去
り
、
後
に
は
青
黒
く
巨
大
な
渦
巻
き
が
で
き
て
、

近
く
に
い
た
兵
士
や
ボ
ー
ト
ま
で
の
み
こ
ん
だ
。
昭
和
十
八

年
九
月
二
十
七
日
午
前
八
時
二
分
、
雷
撃
を
受
け
て
二
十
分

後
の
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
船
が
轟
沈
を
ま
ぬ
が
れ
た
の
は
、
蘭
印

向
け
軍
票
の
木
箱
の
山
に
魚
雷
が
命
中
し
、
奇
跡
的
に
も
衝

撃
が
和
ら
げ
ら
れ
た
た
め
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
船
に
は
陸

軍
部
隊
千
六
百
三
十
五
人
、
船
客
百
七
人
が
乗
っ
て
い
た
。

な
お
、
写
真
は
同
僚
の
故
塩
見
増
三
氏
が
水
び
た
し
の

ボ
ー
ト
の
中
か
ら
撮
っ
た
決
定
的
瞬
間
。
㊤
…
巨
体
を
大
き

く
傾
け
る
「
鹿
島
丸
」
で
、
無
数
の
兵
士
が
海
に
浮
か
ぶ
、

㊥
…
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
必
死
に
し
が
み
つ
く
兵
士
た
ち
、
㊦
…

前
部
の
マ
ス
ト
を
わ
ず
か
に
見
せ
て
「
鹿
島
丸
」
が
沈
没
す

る
瞬
間
だ
が
、
ま
わ
り
の
兵
士
た
ち
は
海
に
吸
い
込
ま
れ
て

も
う
見
え
な
い
。

沈
没
時
の
描
写
も
そ
う
だ
が
、
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
三
葉
の

写
真
は
、
当
時
、
海
中
に
浮
い
て
い
る
私
た
ち
の
姿
、
沈
没
す

る
船
の
状
況
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
る
迫
真
の
も
の
な
の

で
、
岩
田
さ
ん
を
捜
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
記
事
を
見
て
、
そ
の
船
に
乗
っ
て
、
沈
没
船
と
運
命
を

共
に
し
た
か
も
知
れ
な
か
っ
た
私
は
、
も
う
一
度
当
時
を
思
い

出
し
て
、
次
の
様
な
「
憶
い
出
」
と
い
う
、
メ
モ
と
も
い
え
る

小
文
を
書
い
て
あ
っ
た
。

『
私
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
、
い
や
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
の
一
つ
、
昭
和
十
八
年
九
月
二
十
七
日
の

朝
で
あ
る
。

場
所
は
南
支
那
海
カ
ム
ラ
ン
湾
沖
で
あ
っ
た
。
七
隻
の
輸

送
船
団
は
中
央
に
濠
北
派
遣
軍
の
第
五
師
団
の
補
充
要
員
と

し
て
、
三
千
名
の
現
役
軍
人
が
乗
船
し
て
い
る
「
鹿
島
丸
」

を
守
る
か
の
よ
う
な
態
勢
で
南
へ
南
へ
と
進
ん
で
い
た
。

昼
食
前
の
八
時
頃
だ
っ
た
と
思
う
。
甲
板
に
て
大
声
で



「
退
船
準
備
」

。
こ
の
頃
、
毎
朝
の
よ
う
に
退
船
訓
練
を
続
け

て
い
た
の
で
又
か
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
ド
カ
ー
ン
、
ド

カ
ー
ン
と
二
発
の
大
爆
発
音
。
続
い
て
下
士
官
の
号
令
「
Ｂ

甲
板
に
集
合
」
船
倉
の
兵
隊
は
我
れ
先
に
と
縄
梯
子
を
登
る
。

私
は
丁
度
下
着
を
着
替
え
る
た
め
装
具
や
、
軍
服
を
脱
い

だ
と
き
で
、
大
混
雑
の
中
、
思
う
様
に
な
ら
ず
、
漸
く
甲
板

に
上
が
っ
た
と
き
は
、
最
後
尾
に
並
ぶ
破
目
に
な
っ
た
、
見

れ
ば
マ
ス
ト
や
、
船
橋
は
大
分
斜
め
に
見
え
る
。

炊
事
場
付
近
に
は
荒
波
が
寄
せ
て
い
る
。
Ｂ
甲
板
に
整
列

し
た
皆
が
退
船
命
令
を
待
っ
て
い
た
が
輸
送
指
揮
官
は
船
員

と
一
緒
に
ボ
ー
ト
で
脱
出
し
て
い
た
後
で
、
命
令
を
出
す
者

が
い
な
い
。
野
砲
兵
連
隊
の
そ
の
軍
曹
が
独
断
で
命
令
を
出

す
始
末
、
漸
く
縄
梯
子
を
降
り
て
出
し
た
が
な
か
な
か
時
間

が
か
か
る
。

私
は
間
に
合
わ
ぬ
と
判
断
、
一
人
甲
板
へ
降
り
飛
び
込
む

つ
も
り
だ
っ
た
が
、
海
面
に
は
爆
発
に
よ
る
船
上
の
物
品
が

ギ
ッ
シ
リ
と
浮
い
て
い
て
、
飛
び
込
む
こ
と
が
出
来
な
い
。

見
れ
ば
船
員
達
が
脱
出
し
た
ボ
ー
ト
の
ロ
ー
プ
が
二
メ
ー
ト

ル
位
先
に
下
が
っ
て
い
た
。
咄
嗟
に
ロ
ー
プ
に
飛
び
つ
き
海

面
へ
脱
れ
た
。

平
素
の
訓
練
で
、
百
メ
ー
ト
ル
以
上
逃
げ
て
い
な
い
と
船

に
巻
き
込
ま
れ
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
死
物
狂
い
で
泳
い
だ
。

五
～
六
十
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
時
だ
っ
た
。
大
音
響
と
共
に

船
体
は
船
首
を
上
に
縦
に
な
っ
て
波
間
に
消
え
て
い
っ
た
。

沈
没
直
前
の
光
景
は
、
今
で
も
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
離
れ

な
い
。
甲
板
の
手
摺
り
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
者
。
上
陸
用

舟
艇
が
八
隻
積
載
し
て
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
乗
っ
て
結
束
し

た
ロ
ー
プ
を
切
れ
ば
、
舟
が
沈
ん
で
も
舟
艇
は
浮
く
と
思
っ

た
で
あ
ろ
う
が
、
舟
艇
は
全
部
ひ
っ
く
り
返
り
海
中
に
投
げ

出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

正
に
地
獄
絵
巻
だ
っ
た
。
一
瞬
に
し
て
二
百
四
十
数
名
の

戦
死
者
を
だ
し
た
。
思
え
ば
第
一
期
検
閲
を
終
え
一
人
前
の

軍
人
に
な
っ
た
ば
か
り
の
二
十
一
歳
の
初
年
兵
ば
か
り
で
あ

る
。
僅
か
二
十
日
前
の
九
月
六
日
、
宇
品
港
に
て
親
兄
弟
に

別
れ
を
告
げ
て
勇
ん
で
戦
地
へ
と
出
発
し
た
筈
だ
っ
た
が
。

南
支
那
海
の
真
中
、
島
影
一
つ
見
え
ず
山
の
様
な
大
う
ね

り
の
中
、
二
千
七
百
名
の
若
者
は
そ
れ
で
も
皆
元
気
だ
っ
た
。

「
離
れ
た
ら
、
鱶
に
や
ら
れ
る
ぞ
」
と
お
互
い
に
励
ま
し
合



い
な
が
ら
、
救
助
を
待
っ
た
、
夕
方
漸
く
救
助
さ
れ
、
鉄
板

張
り
の
タ
ン
カ
ー
の
甲
板
へ
魚
で
も
干
す
よ
う
に
並
べ
ら
れ
、

丸
二
日
間
、
漸
く
今
の
南
ベ
ト
ナ
ム
の
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
へ
上

陸
出
来
た
。

以
来
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ま
で
各
地
を
転
々
と
悲
惨
な
戦
争

を
体
験
し
、
幸
い
生
き
て
復
員
出
来
た
の
だ
が
、
海
底
に
眠

る
同
年
兵
た
ち
の
こ
と
を
思
う
と
胸
が
痛
む
。

毎
年
九
月
二
十
七
日
に
は
近
郊
の
鹿
島
丸
生
存
者
の
集
い

を
催
し
亡
き
戦
友
の
冥
福
を
祈
っ
て
い
る
』

こ
の
メ
モ
に
あ
る
よ
う
に
、
航
海
は
二
日
半
か
か
り
、
暑
さ

を
耐
え
な
が
ら
、
仏
印
の
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
に
上
陸
し
た
。
船
が

沈
没
し
た
の
だ
か
ら
我
々
は
兵
器
も
衣
料
も
無
く
、
補
充
も
全

然
出
来
な
い
。
各
隊
は
補
充
の
兵
員
だ
っ
た
の
で
下
士
官
が
引

率
し
て
い
た
。

ア
ン
ポ
ン
で
部
隊
か
ら
我
々
を
迎
え
に
来
た
。

仏
印
一
か
月
、

昭
南
一
か
月
後
、
ジ
ャ
ワ
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
上
陸
、
汽
車
で
マ

ラ
ン
高
原
へ
行
き
、
二
か
月
の
訓
練
を
受
け
た
。

今
度
は
、
ス
ラ
バ
ヤ
か
ら
乗
船
、
セ
ラ
ム
の
南
の
ア
ン
ボ
ン

島
上
陸
。
ア
ン
ボ
ン
で
二
か
月
滞
留
し
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
本

隊
か
ら
我
々
補
充
員
を
受
領
に
来
て
、
内
地
か
ら
の
輸
送
官
は

帰
っ
た
。
そ
の
間
、
空
襲
、
マ
ラ
リ
ア
、
脚
気
、
赤
痢
等
な
ど

え
ら
い
目
に
あ
っ
た
。
私
も
初
め
て
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
り
、
高

熱
と
悪
寒
で
随
分
苦
し
ん
だ
。

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
カ
イ
マ
ナ
の
東
、
湾
の
中
の
エ
イ
ト

バ
ナ
イ
に
騎
兵
第
五
連
隊
の
本
部
が
、
二
個
中
隊
と
共
に
駐
屯

し
て
い
た
。
第
五
師
団
は
海
洋
兵
団
と
な
り
濠
北
派
遣
軍
で
、

遊
兵
と
な
り
、
浜
田
の
歩
兵
第
二
十
一
連
隊
が
ア
ル
諸
島
に
い

た
の
で
、
捜
索
連
隊
（
騎
兵
は
捜
索
連
隊
に
編
成
替
え
）
の
半

分
も
ア
ル
諸
島
に
い
た
。
福
山
の
歩
兵
第
四
十
一
連
隊
は
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
随
分
犠
牲
を
出
し
て
い
た
。

我
々
に
対
す
る
敵
の
攻
撃
は
空
襲
が
主
で
、
壕
を
掘
っ
て

守
っ
て
い
た
。
昭
和
十
九
年
の
八
月
頃
、
ポ
ン
ポ
ン
船
が
来
た

の
を
敵
の
偵
察
機
が
発
見
し
、
九
機
ぐ
ら
い
で
空
襲
に
来
た
。

そ
れ
か
ら
は
毎
日
空
襲
で
、

イ
ト
ナ
バ
イ
に
居
ら
れ
な
く
な
り
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
へ
退
避
し
た
。
そ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
で
、

バ
タ
バ
タ
と
沢
山
の
兵
隊
が
病
死
し
た
。
そ
こ
は
高
い
山
の

ジ
ャ
ン
グ
ル
で
、
標
高
八
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
い
う



が
、
二
十
年
の
春
頃
ま
で
い
て
、
カ
イ
ナ
マ
へ
転
進
し
た
。

イ
ト
ナ
バ
イ
で
の
食
料
の
こ
と
を
述
べ
る
が
、
サ
ゴ
が
我
々

常
食
で
、
サ
ゴ
の
澱
粉
で
■
搗
を
や
っ
た
の
は
昭
和
二
十
年
の

正
月
だ
っ
た
か
。
内
地
か
ら
の
補
給
の
米
は
大
事
に
持
っ
て
い

て
、
夕
飯
は
米
二
、
大
豆
八
の
割
合
で
、
後
は
サ
ゴ
澱
粉
だ
っ

た
。
青
物
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
草
、
夜
は
海
で
獲
っ
た
魚
を
少
し

汁
に
入
れ
て
あ
っ
た
ぐ
ら
い
。

こ
こ
は
、
海
か
ら
直
接
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
オ
ラ

ン
ダ
の
水
上
機
基
地
と
し
て
あ
っ
て
、
深
い
湾
だ
か
ら
、
結
局

濠
北
派
遣
軍
は
放
っ
て
置
か
れ
、
米
軍
は
我
が
部
隊
を
超
越
、

比
島
方
面
へ
と
北
西
上
し
た
。
結
局
、
我
々
は
放
っ
て
置
い
て

も
自
滅
す
る
と
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

ビ
ア
ク
島
の
玉
砕
の
時
、
米
軍
の
飛
行
艇
が
降
り
た
の
で
、

攻
撃
し
た
ら
、
飛
行
艇
は
荷
物
を
置
い
て
逃
げ
た
。
そ
の
時
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
捕
え
て
、
金
鵄
勲
章
や
日
本
将
校
の
軍
刀

や
服
を
押
収
し
た
。
米
軍
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
北
上
し
、
我
が

軍
は
ホ
ー
ラ
ン
ジ
ア
で
玉
砕
し
た
。
陸
路
を
山
を
越
し
、
徒
歩

で
東
北
の
部
隊
（
第
三
十
六
師
団
雪
部
隊
）
が
来
た
が
、
八
百

名
ぐ
ら
い
が
四
十
人
に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
た
が
、
ボ
ロ
ボ
ロ

の
服
を
着
て
い
た
。

先
に
申
し
た
カ
イ
マ
ナ
に
は
三
月
頃
転
進
し
た
の
だ
が
、
そ

こ
で
終
戦
に
な
っ
た
。
判
っ
た
の
は
八
月
十
七
、
八
日
頃
で
、

連
隊
本
部
に
は
ラ
ジ
オ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

第
五
師
団
司
令
部
は
ア
ル
諸
島
に
あ
っ
た
が
、
師
団
各
連
隊

か
ら
各
一
個
大
隊
を
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
転
属
さ
せ
て
い
た

し
、
騎
兵
第
五
連
隊
は
前
に
も
申
し
た
と
お
り
、
昭
和
十
八
年

二
月
に
捜
索
連
隊
と
な
り
、
戦
車
、
装
甲
車
に
編
成
替
え
と

な
っ
て
い
た
た
め
、
私
は
四
月
に
入
っ
た
の
で
既
に
馬
は
一
頭

も
い
な
か
っ
た
。

マ
イ
マ
ナ
に
は
歩
兵
部
隊
と
一
緒
に
い
て
、
武
器
は
速
射
砲
、

重
機
関
銃
、
軽
機
関
銃
、
■
弾
筒
で
車
両
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
武
装
解
除
の
時
、
マ
イ
マ
ナ
に
は
海
軍
も
あ
り
、
大
き
な

砲
、
上
陸
用
舟
艇
も
数
隻
あ
り
、
諸
兵
器
を
丸
二
日
が
か
り
で

海
へ
投
下
し
た
。
そ
の
時
、
こ
れ
だ
け
兵
器
が
あ
れ
ば
ま
だ
戦

争
が
出
来
る
と
思
っ
た
。

武
装
解
除
後
は
、
自
給
自
足
の
た
め
農
業
を
や
っ
た
。
さ
つ

ま
芋
、
タ
ピ
オ
カ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
野
菜
な
ど
を
作
っ
た
が
、
そ

の
種
は
何
処
か
ら
持
っ
て
来
た
の
か
、
煙
草
ま
で
収
穫
し
た
。



航
空
燃
料
で
火
種
を
作
っ
た
り
、
兵
隊
に
は
い
ろ
ん
な
人
が
い

て
、
何
で
も
作
っ
た
。

私
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
へ
物
資
収
集
に
行
っ
た
が
、
一
抱
え
も
あ

る
冬
瓜
が
あ
っ
た
り
、
唐
辛
子
も
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中

で
食
べ
ら
れ
そ
う
な
物
は
取
っ
て
来
た
。

終
戦
■
の
話
だ
が
、
栄
養
失
調
や
マ
ラ
リ
ア
と
脚
気
で
歩
け

な
く
な
る
。
私
は
ア
ン
ボ
ン
の
陸
軍
病
院
へ
赤
痢
で
三
十
日
間

入
院
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
本
隊
が
行
く
時
、

遅
れ
た
ら
死
ん
で
し
ま
う
の
で
必
死
で
一
緒
に
連
れ
て
い
っ
て

も
ら
う
よ
う
頼
ん
だ
。
病
人
は
真
裸
で
、
病
院
は
地
獄
、
薬
も

食
糧
も
な
い
。
私
は
木
炭
を
薬
に
し
て
下
痢
を
癒
し
た
。

最
後
の
集
結
地
は
ソ
ロ
ン
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
六
月
、

リ
バ
テ
ー
で
田
辺
港
ま
で
直
航
、
十
日
間
で
帰
る
こ
と
が
出
来

た
。
そ
の
間
に
モ
ロ
タ
イ
島
に
寄
港
し
た
が
、
戦
犯
者
が
沢
山

い
た
。
私
の
部
隊
で
も
、
大
尉
と
軍
属
が
引
っ
ば
ら
れ
て
、
モ

ロ
タ
イ
島
で
処
刑
さ
れ
た
。
モ
ロ
タ
イ
島
が
処
刑
場
だ
っ
た
。

住
民
や
連
合
軍
の
面
通
し
で
「
お
前
だ
」
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ

で
お
し
ま
い
だ
。
人
違
い
で
あ
ろ
う
と
、
悪
意
で
あ
ろ
う
と
、

無
実
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
だ
け
で
戦
犯
と
な
っ
て
し
ま
い
、
処

刑
さ
れ
た
人
が
随
分
い
た
。

復
員
後
も
マ
ラ
リ
ア
が
出
て
高
熱
や
悪
寒
で
苦
し
ん
で
、
体

力
の
回
復
も
遅
か
っ
た
。
私
は
戦
前
郵
便
局
に
勤
め
て
い
た
が

復
職
出
来
な
い
た
め
、
農
協
に
勤
め
公
務
員
で
な
く
な
っ
た
。

そ
の
後
、
キ
ニ
ー
ネ
を
飲
ん
で
、
マ
ラ
リ
ア
は
二
年
ぐ
ら
い
で

出
な
く
な
っ
た
。
軍
隊
で
鍛
え
ら
れ
た
た
め
か
、
体
は
丈
夫
に

な
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
の
先
兵

兵
補
教
育
と
終
戦
　 

兵
庫
県
　
神
崎
芳
郎
　 

私
は
大
正
十
年
四
月
十
五
日
生
れ
、
入
隊
後
、
陸
軍
兵
器
学

校
に
入
校
、
昭
和
十
八
年
十
月
、
同
校
を
卒
業
し
、
南
方
戦
線

に
従
軍
し
ま
し
た
。
終
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
四
月
復
員
す
る

ま
で
、
そ
の
間
三
年
七
か
月
に
及
ん
で
い
ま
す
。

着
任
時
は
南
方
総
軍
直
轄
の
南
方
軍
野
戦
造
兵
■
と
い
う
後

方
勤
務
で
あ
り
ま
し
た
が
、
南
方
軍
技
術
部
幹
部
候
補
生
な
ら




